
 

 

 

 

 

「合唱コンクールを終えて」 朝礼校長講話（抜粋より）10月 31日 

校長 柴野 誠一 

１１月を迎え、朝夕の気温は１０度を下回るようになりました。すでに、ストーブやフ

ァンヒーターを準備したご家庭もあるのではないでしょうか。２週間後には、期末テスト

が予定されています。大切な試験です。体調管理に十分に気を付けて取り組んでください。 

さて、今日は、「生きる」というテーマでお話をします。 

先日の合唱コンクールで皆さんの合唱・演奏を聞いて、私は心の底から感動しました。

感動という言葉は平凡ですが感動という言葉の意味を皆さんに改めて教えてもらいまし

た。合唱コンクールを終えた帰り道、なんだかとても幸せな気持ちになりました。 

合唱コンクールの練習期間中、合唱・演奏があまり好きじゃない人、みんなで一緒に何

かをやるのが得意じゃない人、人前に立つのが苦手な人にとっては、とても辛かった練習

期間だったかもしれません。でも、最終的にはみんなで一緒にステージに立ち、あの会場

にいました。そして、違うクラスの人や先輩や後輩、そして保護者や先生たちを感動させ

てくれました。 

皆さんにはそんなふうに人を感動させる力があるのです。人を幸せにする力を持ってい

るのです。先ほど述べた合唱・演奏が得意じゃない人、みんなで一緒に何かやることが苦

手な人も、結果としてホールにいた人たちを感動させてくれました。つまり、周りにいた

人を幸せにしてくれたのです。そのことに、清泉中の生徒の皆さん、自信をもってくださ

い。 

生きるというのは、周りの人を幸せにすることだと思います。周りの人が幸せになると

き、同時に自分も幸せになれるのです。生きていくということは、お互いに幸せな人生を

作っていくことです。 

だから、幸せに生きていくために、皆さんには、思いやりの心と頑張る心をもってほし

いのです。この二つがあれば多少なことは乗り切れるような気がします。人に対して思い

やりの心で接し、自分に負けずに頑張る心でやり抜く。これをモットーに皆さんには力強

く生きていってほしいです。 

 

今月１１月は東京都教育委員会が定める「ふれあい月間（いじめ防止月間）」です。 

いじめやいろいろな問題行動等の状況について先生と生徒でともに点検し、未然防止、

早期発見・早期対応を学校全体として重点的に取り組む月です。 
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